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1.研究の背景と目的:多可赤十字病院の位置する多可町は兵庫県の農
山村である、人口は減少しつつある一方、高齢化は進行し、独居・
老夫婦世帯が増加している。当院では、平成24年4月に地域医療支
援センター（総合診療科担当医、看護師、ケアマネジャー、保健師、
療法士、社会福祉士、薬剤師、栄養士、訪問看護師などで構成）を
開設し、1)外来・入院患者の医療・介護・生活相談、2)地域の介護
事業者、民生委員などの相談窓口 、3)在宅療養医療・介護・生活総
合アセスメント、4)在宅療養支援のための包括的目標の策定、5)地
域包括支援センターとの連携・協働 、6)地域医療・ケアのためのネッ
トワークのマネジメント、7)ボランティア育成、8)認知症総合相談、
などの幅広い業務を行っている。総合診療科は当部署と一体となっ
た診療科で、複合した疾病や問題を抱えた受診者の診療とともに、
訪問診療も行い、地域医療センターと協働して在宅療養支援に力を
注いでいる。今回は、総合診療科を１年間に受診した人（訪問診療
を含め）について、受診者の心身・生活特性と医療・ケア対応の結
果について評価を試みたので報告する。2.分析内容:1年間の受診者
について、状態像、背景、抱えている問題、相談内容、対応などの
項目について特性分析をし、医療・ケア総合対応後の受診者の状況
変化の評価を行った。3.結果:複合した問題を抱えた受診者及びその
家族への医療・ケア総合対応は、特に本人・家族の精神面の支え、
療養生活の質の向上、介護の継続に一定の貢献を果たしていると考
えられる。
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はじめに多可町は、兵庫県の北播磨地域の農山村に位置し、高齢化
率は30％と上昇を続け、独居世帯や老夫婦世帯も増加している。在
宅療養している高齢者世帯の支援は、各施設における取り組みとと
もに、それに関わる歯科・医科医療機関、薬剤師、介護施設、団体
間が密接な連携を図り、相互理解と共通認識を深め、住民の健康、
医療・ケアに関する情報共有や協働を推進していく必要がある。当
院では「老後に至るまで住みなれた居宅・地域で安心して住み続け
ることができる」包括的医療・ケアを提供することを目的に、行政
と共同した新たな取り組みを開始したので報告する。２、活動状況
行政と連携し、地域の各専門職種が月1回主体的に集まった「多可
町地域ネットワークミーティング」を開催し、「高齢者ケア部会」
「障害者ケア部会」「保健・医療部会」に分かれてテーマごとに内容
を深めてきた。新たな活動や事業につなげていくためには、各種団
体の代表者のコンセンサスを形成する必要があり、平成25年4月に、
各種団体の代表者が参加した「多可町地域包括ケア連絡協議会を設
置し活動を開始した。現在の活動状況と課題について報告する。３、
まとめ住民の目線に立って専門職が団結して、行政も民間の病院も
含めて一体的に共同しないと地域の課題は解決できない。生活・医
療・介護の全てを支えきる体制を地域ぐるみで作ることをめざし、
それぞれが個別の事業を推進するのではなく、共同して効果的な対
策を講じることができる基盤づくりを進めて行きたい。
Y11-19
